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自己紹介
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2000 オフコンPKG開発・サポート

2006 業務ERP開発リーダー
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これからのSDLC

（System Development Life Cycle）



アプリ開発自動化 観点の変化
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つなぐ自動化へ

自動化の範囲拡大

実装の自動化中心

これから

今まで

最近

コード生成

コード生成 テスト

環境構築ビルド

コード生成 テスト

環境構築ビルド

技
術
の
進
化
・
環
境
の
変
化

OSSの普及

DevOpsの
浸透

3



エンタープライズにおけるDevOpsの波
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DevOpsは成熟期に！

• 期待はピークを過ぎ、2~5年で成熟
エンタープライズでも必須に！

600

1200
1300

1400

2014 2015 2016 2017

DevOps Enterprise Summit参加者DevOpsに注目

• DevOps Enterprise Summit 参加者は毎年増加

• 2016年にエンタープライズ特化のDevOps Days開催

DevOps
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これからのエンタープライズ開発のSDLC
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従来からの
エンタープライズ
開発 システム

システム開発ライフサイクル

次期システム

保守期間(5年)開発(2年) リメイク(2年)

数年サイクルで大規模開発

これからの
エンタープライズ
開発

短サイクルで継続的な開発

環境・技術への対応が速い

だ
ん
だ
ん
変
わ
り
つ
つ
あ
る

システム開発ライフサイクル

システムの成長

システムの成長

陳腐化
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今こそ、SDLCの自動化を考えよう

継続的な開発、システムの成長が重要な今こそ、SDLC全体で自動化を考えよう
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継続するほど自動化の
効果大

自動化コスト＜自動化効果

リリースサイクルは短くなる

手動では追いつかない 中の人は変わっていく

人依存からの脱却
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次にSDLCの１サイクル

⇒ アプリ開発の自動化について
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アプリ開発の自動化 技術要素
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開発 要求管理

プロジェクト管理（品質、進捗、etc）・・・ データ収集・分析・ダッシュボード

ＢＰＭ

整合チェック

モデリング

自動設計

メトリクス

影響調査

Low Code / No Code

コード生成

テスト分析

テストケース

自動実行

障害管理

モニタリング

要求・要件

プロセス・環境

マネジメント

設計 実装 テスト 運用・メンテ

テストデータ

構成管理

ＣＩ／ＣＤ

リスク管理

リファクタリング

インフラ
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アプリ開発の自動化 実現へのアプローチ
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要求管理

プロジェクト管理

設計ツール コード生成 テストツール

一元管理

設計 実装 テスト

ＣＩ／ＣＤ

構成管理

要件 設計書
コード・
アプリ

テスト
コード

ビルド デプロイ テスト

運用・メンテ

情報収集（品質、進捗・・・）
集計・分析
見える化・情報共有

バグ

BTS

各作業を
自動化

作業をつなぐ
自動化

全体を
みえる化

要求・要件

情報収集

開発

プロセス・環境

マネジメント
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富士通の取り組み
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• これからのSDLCの変化に対応

• アプリ開発の自動化を追求

• ただの自動化から ”つなぐ自動化”へ

富士通標準の開発フレームワーク

次ページからご紹介

各作業を
自動化

作業をつなぐ
自動化

全体を
みえる化

開発

プロセス・環境

マネジメント
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INTARFRM（インターファーム）
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お客様のビジネスと共に進化する 富士通標準の開発フレームワーク

SDLCを幅広く支える開発プラットフォームへ拡大

since 2010

Now 2018

標準化されたプロセス

開発資産の統合（設計、実装、テスト）

開発作業効率化（自動生成、自動化）

継続的・長期的に変化に強いアプリ開発

保守性

標準化

自動化

統合
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INTARFRM ５つの特徴
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1

2

3

4

5

ずっと使える

いつでもどこでも開発できる

さまざまな条件下で動かせる

いろいろ選べる

みんなが使える

継続性 , CI/CD , SDLC

Webベース , 分散開発

オンプレミス , Cloud , Mobile

WF , Agile , 開発言語

弊社ノウハウ（標準プロセス、教材）
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INTARFRMの機能
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Web設計ツール

ER図

レイアウト

設計情報リポジトリ

整合性チェック

クロスリファレンス

ドキュメント生成

アプリフレームワーク

マルチブラウザ・DB
自動生成

分散コンポーネント
Ajax、 UX

Mobile
構造最適化

テスト設計

自動生成

テスト実行 レコーディング

データ駆動

結果レポート

Validation

モデルベース

国際化

CI連携

ビルド

デプロイ

開発ダッシュボード

設計状況構成管理

実装状況

テスト結果

フロー図
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INTARFRMの機能
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Web設計ツール

ER図

レイアウト

設計情報リポジトリ

整合性チェック

クロスリファレンス

ドキュメント生成

アプリフレームワーク

マルチブラウザ・DB
自動生成

分散コンポーネント
Ajax、 UX

Mobile
構造最適化

テスト設計

自動生成

テスト実行 レコーディング

データ駆動

結果レポート

Validation

モデルベース

国際化

CI連携

ビルド

デプロイ

開発ダッシュボード

設計状況構成管理

実装状況

テスト結果

フロー図
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自動生成

テスト生成

テスト

INTARFRMによるアプリ開発の自動化

設計 実装

Web設計

構成管理

CI/CD

ビルド デプロイ テスト実行

設計情報
リポジトリ

開発ダッシュボード

アプリフレームワーク

業務アプリ
ビルド・デプロイ
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設計情報リポジトリとは
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設計の情報をデジタル化し、整合性・関係性・正当性を保ち、一元管理するデータストア

設計情報

画面

エンティティ

項目

レイアウト

帳票

バッチ

メッセージ

コンディション

言語情報

テスト情報

テストケース テスト実行情報 テスト結果

整合性チェック

参照関係
（クロスリファレンス）

変更履歴

リポジトリ構造は
フルカスタマイズ
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なぜ設計情報を重視するのか？
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①正しいテストをするため
• テストケースの正しさの基準の１つは「要求・仕様を正しく検証しているか」

• 上流と下流のトレーサビリティが欠かせない

② テストを前倒しするため
• 前工程の情報をフル活用

• 「コードをビルドしたらすぐテスト」 よりも早い 「設計をしたらすぐテスト」

③ 無駄なリグレッションテストをしないため
• 仕様変更の影響がないテストはしたくない

• 要求・仕様の変更影響からリグレッションテストを絞る
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テスト自動化



世の中のテスト自動化の状況
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テストの手動／自動の範囲は逆転していく

２０２０年までに、５０％の企業が
OSSやフレームワークを用いた継続的テスト
を実施

２０１９年までに、テスト実施の６０％を
自動化できないプロバイダは、テストサービス
市場では生き残れない
Gartner MQ for Software Test Automation 15 Nov 2016

テスト自動化適用率
（2017-18）

16～20％くらい

ただし
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テスト自動化の技術動向
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Shift Left / Continuous Testing

• より早い段階からテスト自動化に着手

• 開発期間中に繰り返しテスト

• 早期品質確保、トラブル予防

http://www.bitwiseglobal.com/resources/whitepaper/qualidi-shift-left-testing/

モデルベーステストの台頭
（スクリプトレス）

ビジネスユーザーによるテスト自動化

20
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自動化できる（適した）テストの種類
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コーディング 単体テスト 結合テスト システムテスト 運用テスト

・コード診断

・ユニットテスト

・コードレビュー

・部品

・API

・単機能、画面

・機能結合

・画面遷移

・C/S結合

・システム結合

・業務シナリオ

・信頼性

・性能

・セキュリティ

・疑似運用

・導入リハーサル

・移行

・デザイン ・操作性 ・ユーザビリティ ・運用性

別の観点だと、機能テストやリグレッションテストが自動化に適する

⇒ 人の手間がかかって、テスト規模が大きく、繰り返しつづける
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自動化できるテスト作業（テスト工程の中身）

テスト作業 対象作業 テストベンダー・ツール

テスト計画 ・スケジュール、進捗管理

テスト管理
・障害管理

・テスト資産管理

テスト設計
・テストケース作成
・テスト仕様書作成

テスト実行

・テスト環境作成（インフラ）

・テスト環境作成（アプリ）

・テストデータ作成

・テストの実行

結果評価
分析

・結果確認、エビデンス管理

・テストケース最適化

・トレーサビリティ

管理系ツール
・クラウドサービスが増加

メ
ガ
ベ
ン
ダ
ー
・A

L
M

・
開
発P

F

研究段階・β版・1stリリース
・AI活用 ・技術の黎明期⇒急成長

※富士通テスト標準のテスト作業体系
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テスト自動化ツール
・キャプチャ＆リプレイ
・スクリプトベース
・モデルベース

RPAツール
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INTARFRMのテスト自動化機能



テスト自動化 ３世代
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モデルベース

テストフレームワーク

キャプチャ＆リプレイ

第３世代

第１世代

第２世代

・操作を記録して再生

・テストスクリプト主流

・スクリプトレス
・より抽象化

INTARFRM

INTARFRM

出典：TABOK
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INTARFRMのテスト自動化機能一覧
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テストケース作成

設計情報
リポジトリ

テスト自動生成 テストケース

テスト実行

結果評価

モデルベース レコーディング

テストデータ

データパターン対応

Validation レポート

実行デプロイ

・Webアプリ対象 ・Seleniumベース ・設計情報とのリンクが特徴
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INTARFRMのテスト自動化機能一覧
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テストケース作成

設計情報
リポジトリ

テスト自動生成 テストケース

テスト実行

結果評価

モデルベース レコーディング

テストデータ

データパターン対応

Validation レポート

実行デプロイ

・Webアプリ対象 ・Seleniumベース ・設計情報とのリンクが特徴

本日のご紹介

26



テストケース作成 - モデルベース -
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Web モデルベース
（スクリプトレス）

設計情報とリンク

設計と整合性チェック

キーワード駆動

アプリ未完成でもOK
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テストケース作成 - モデルベース -
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アクション

一覧からマウス選択

項目

設計情報からマウス選択

検証やスクリーンショットも

すべてスクリプト不要
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テストケース作成 - レコーディング -
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キャプチャ＆リプレイ モデルベースと融合

操作を記録するので簡単
テスト対象アプリ

テストケースエディタ

まちがってもすぐ直せる

検証も同時に入れられる

ちゃんと設計情報とリンク

リアルタイムに
テストケース化
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テスト自動生成

設計情報から共通的なテストケースとテストデータを自動生成

機械的に済むテストに人手を使わない！
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テストケース生成

テストデータ生成

設計情報リポジトリ

項目情報

画面仕様

チェック仕様

・必須 ・属性 ・桁数
・値範囲 ・日付妥当性

・正常値 / 異常値
・境界値を自動設定

※共通的なテストケース ＝ 画面操作、業務特性に依存しない基本的なもの
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データパターン対応
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テストケース テストデータパターン テストケース展開× ＝

テストケースエディタ

テストデータ（CSV、Excel）

ケース内の値に
マッピング

テストケースをテストデータ
を分離

１ケースで正常系、異常系
ケース作成の手間半減

複雑なデータバリエーション
はExcelで整理
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テスト実行
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ソースコード
の取得

テスト担当者

INTARFRM

構成管理

INTARFRMのみで
すべての作業を
コントロール可能

OSSをラップ＆制御

ビルド デプロイ自動化設計情報
リポジトリ

テスト実行

対象アプリ

テストケース
XML

テストエンジン

開発環境 テスト環境

ビルド・デプロイ・実行
OSSによるCIを
シームレスに実現

ポータビリティ

テストはスタンドアロン実行も可能
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【ご参考】 Validation（検証）一覧

豊富なValidation機能

• ラベル

• テキスト項目の値

• 選択肢項目（ラベル）

• 選択肢項目（値）

• 選択肢項目の選択要素（ラベル）

• 選択肢項目の選択要素（値）

• チェック状態

• スタイル値

• 属性値

• フォーカス状態

• 表示状態

• 存在状態

• JavaScript実行結果
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• ウィンドウタイトル

• 画面-明細部のデータ

• 画面-カード部のデータ

• アラートダイアログメッセージ

• コントロールID

• フォームID

• DBに対するSELECT結果

便利機能

• DB操作（Insert、SQL実行)

• HTMLリソース取得

• Sleep

• スクリーンショット

• JavaScript実行

• シェルコマンド実行

• 変数の取り扱い
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結果評価・レポート
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テスト実行ごとの結果

テストケースごとの結果

テストケース内
ステップごとの結果

テスト実行～ステップまで詳
細にドリルダウン

結果をすぐに確認可能

ログ、スクリーンショット等の
エビデンスを参照可能

34



事例

自治体向けソリューションのテスト工数削減

投影のみ



テスト標準



SDEM（エスデム）

富士通のシステム構築の標準プロセス体系

システムの企画、開発、保守、品質に係る作業を網羅的・体系的に示したもの

SDEMのプロセス体系

契約

• かなり昔からある（１９８０年代）

• 今の形は第５世代

• 時代とともに多数派生
UX、アジャイル、クラウド、AI活用、etc
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企画
要件
定義

開発
運用ﾃｽﾄ
・移行

運用
保守

組織管理

システム監査

テスト標準
• 業務アプリ開発のテストの標準プロセス
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【ご参考】富士通のテスト標準

 SDEMの中でテスト標準を定義
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テスト標準の中身

本編

テスト設計ガイドライン

べからず集
用語集

テスト計画書
サンプル

障害表
サンプル

テスト仕様書
サンプル

概要
テストの目的、流れ
テスト分類定義
テストの役割分担

テスト計画

テスト設計
テスト仕様書作成手順
テスト視点と種類
テストケース抽出ポイント

テスト実施手順

テスト管理
スケジュール
テスト環境、データ
資産管理
障害管理手順

テスト評価・分析
品質分析
完了判断
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テスト標準とテスト自動化

テスト自動化はテスト標準のどこかを改善している
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テスト標準

作業プロセス 品質基準

ここ

ここ

ここ

テスト自動化
• 「どこか」があいまい

• 効果もあいまい

• ノウハウ共有できない

テスト標準がないと

自動化前提のテスト標準を再整備

• 自動化準備、資産（スクリプト、ケース、環境）の作成プロセス組み込み

• 自動化対象の判断基準、作業見積り、効果の試算

標準プロセスの
３０％を削減！
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Closing



Next Step

Design Driven Test Automation

• より上流からのテスト整合性、トレーサビリティ（要求や要件）

• さらにShift Left。早期検証を可能に！
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AI for Testing

• 潜在バグの予兆・傾向からテスト優先順、ケース最適化

• 今はできないテストの自動生成（業務、例外系）
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本日のまとめ

SDLCをまわす

開発自動化

自動化

標準プロセス

設計からの

テスト自動化
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INSTANTCOPY Professional V6
のご紹介
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INSTANTCOPY Professional V6のご紹介

INSTANTCOPY
Professional V6

ｘ

画面キャプチャー
基本機能

画面キャプチャー
拡張機能

・画面取得機能
（スクロールキャプチャー）
・画面キャプチャー出力機能
・印刷機能

・EXCELドキュメント化機能
・画面キャプチャー編集機能
・まとめて印刷機能
・画面文字認識機能

・セキュリティ設定
・違反操作の通知
・操作ログ収集／転送
・利用状況監視

19,300円～
620,000円～

15,500円～

INSTANTCOPY 
Enterprise V6

INSTANTCOPY 
Standard V6

セキュリティ機能

 INSTANTCOPYはデスクトップ画面情報をワンタッチでキャプチャーし、プリンターやイメージ
ファイル、クリップボードに出力するソフトウェアです。
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INSTANTCOPY Professional V6のご紹介

INSTANTCOPY
Professional V6

ｘ

画面キャプチャー
基本機能

画面キャプチャー
拡張機能

・画面取得機能
（スクロールキャプチャー）
・画面キャプチャー出力機能
・印刷機能

・EXCELドキュメント化機能
・画面キャプチャー編集機能
・まとめて印刷機能
・画面文字認識機能

・セキュリティ設定
・違反操作の通知
・操作ログ収集／転送
・利用状況監視

19,300円～
620,000円～

15,500円～

INSTANTCOPY 
Enterprise V6

INSTANTCOPY 
Standard V6

セキュリティ機能

エビデンス作成機能を強化！

 INSTANTCOPYはデスクトップ画面情報をワンタッチでキャプチャーし、プリンターやイメージ
ファイル、クリップボードに出力するソフトウェアです。
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ディスプレイ全体 アクティブウインドウのみ

指定した範囲のみ

画面キャプチャー基本機能(1/4) Standard Professional

モニターに表示されている画面のディスプレイ全体やアクティブウインドウはもちろん、範囲を選
択して画面キャプチャーを採取できます。

よく使う画面キャプチャー
機能の設定を、任意の
キーにショートカットキー
として割り当てることも
できます。
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スクロールバーのある画面でも、画面に表示しきれていない部分まで、一度の操作で
画面全体のキャプチャーを採取できます。

画面全体のキャプチャーを採取す
る際は、複数回採取し、その後張
り合わせる必要があります。

1回目

2回目

n回目

・
・

画面に表示されていない隠れた部分のイ
メージも取得し、自動的に1枚の画像に
合成します。

通常の画面キャプチャー スクロールキャプチャー

Internet Explorer、Google Chrome 、コマンドプロンプトなどに対応

スクロールバーがある、
1画面で表示しきれない画面

画面キャプチャー基本機能(2/4) Standard Professional
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スクロールキャプチャーなど縦長画面を印刷する場合、横幅に合わせて印刷できます。

 1ページに収まりきらない場合は複数ページに印刷します。
また、スライドバーで拡縮を変更してページ合わせもできます。

スライドバーで拡縮、
ページ合わせも簡単

縦幅が長い場合、一枚に納めると
細かすぎて読めない

最適な
サイズで印刷

これまでの印刷 横幅合わせ印刷

横幅に合わせて
複数ページに印刷

画面キャプチャー基本機能(3/4) Standard Professional
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クリップボードへの出力はもちろん、プリンターへの直接出力や各種イメージファイルへ
の保存も可能です。

画面 画面キャプチャー出力先

プリンター クリップボード

イメージファイル

.png
.jpg

.bmp
.gif

.tiff

画面キャプチャー基本機能(4/4) Standard Professional

通番やキャプチャー日時などを
出力ファイル名として設定
できるので、連続して
画面キャプチャー
する際の手間を
省くことができます。

例）通番指定
ICOPY（固定部）+通番（3桁）
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エビデンス作成機能を強化！(1/2)

あらかじめ用意したExcelテンプレートファイルに従ってINSTANTCOPYでキャプチャーした画像を
Excelファイルに出力します。

エビデンス
作成が楽々

 Excel出力で手順書作成を効率化できます。

Professional

注：Microsoft Excel 2010以降をサポートします。また、Excelテンプレートファイルとは、
Excelファイル出力機能を使用するために作成するファイルのことで、
Excelテンプレート(*.xltx)ではありません。

出力するExcelテンプ
レートを指定する

画面キャプチャーを
実行する

画像情報入力画面から
出力するExcelにコメント
などの情報を入力する。

Excelファイル出力を
実行する。

1 2

3 4

Excelファイルへ出力
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エビデンス作成機能を強化！(2/2)

画面キャプチャー時や印刷プレビュー時に画像加工アプリ（デフォルトではペイント）と連携し、
キャプチャーした画像を加工することができます。

マニュアル作成にも使えます

キャプチャー画面を簡単に加工できます。

Professional

画面キャプチャーを
実行する。

画像加工アプリが起動されるので、
加工し画面を閉じる。

加工済のキャプチャー画像が
出力される。

個人番号の部分を
マスクする
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